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学校再開の日をお迎えるにあたり 

新型コロナウイルスによる緊急事態宣言が解除されましたが、政府では、感染拡大予防のため、感染症専門家会議か

らの提案を受けて作成された「新しい生活様式」の定着を進め、外出自粛や施設の使用制限等を緩和し、社会経済の活

動レベルを段階的に引き上げていくこととしています。 

本校におきましても、申すまでもないことですが、子どもたちの健康を守ることを基本に、学校生活を安全、安心に

再開できるよう準備を進めて参りました。 

身体的距離の確保、マスクの常時着用や手洗いの励行を基本に、感染予防に必要な学習環境を確保するため、1 組と

2 組に分けた隔日登校期間の設定、登下校時間等に配慮した授業時間の短縮、教室等の換気や消毒の実施、直通路線バ

スの増便等、学校の全面再開に向けた多くの対策を教職員が一丸となって取り組んでおります。 

新一年生には、遅くなりましたが、6月 19日に入学式を再設定いたしました。また、学校での学習機会を少しでも多

くするよう、春学期の終業日を 7月末まで延長することとしました。 

しかしながら、学校行事の一部では、既に実施が困難と判断し、中止したものもあります。今後も、学校行事につき

ましては、逐次その実施について慎重に判断し、決定したものからお知らせして参りたいと考えています。 

子どもたちには、隔日登校となり、もうしばらくは家庭での学習が多くなります。本校の進める探究型の学習では、

知識の習得だけではなく、子どもたちが主体的に探究し、自らの考えを形にする習慣を付けることがポイントとなりま

すが、登校しない時には、本を読んだり、興味があることをより深く調べたりする時間も多く取れます。ご家庭にいる

時間につきましても有意義に活用してほしいと思います。 

17世紀の偉大な物理学者アイザック・ニュートンは、りんごの実が木から落ちるのを見て、万有引力の法則を発見し

ましたが、彼は伝染病として恐れられたペストから逃れるため、ロンドンの大学を離れ、故郷に疎開し、学校が再開さ

れるまでの一年半を静かな環境で研究と思索に夢中になるなか、世紀の大発見を成し遂げたといわれています。 

コロナ禍によってもたらされた学校の休校が、子どもたちの創造性を豊かにする機会となり、将来、多くのコロナ博

士の誕生に繋がればと願っています。 

 

校長 谷本高彦 
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6月：思いやり June : Compassion 

 
「破滅に先立つのは驕り つまずきに先立つのは高慢な霊。」 

箴言 16章 18節 

 

「主を畏れ、謙遜であれば 富と誉と命が付いて来る。」  

 箴言 22章 4節  

（聖書協会共同訳） 

 

グリム童話の中に、「漁師とおかみさん」というお話があります。 

ある日漁師が海に出ていつものように網を投げると、見たことのない大きな魚が掛かりました。何とこの魚は

物言う魚で、自分は本当は魚ではなく、魔法を掛けられた王子である。どうか見逃してほしい、と漁師に命乞い

をします。漁師はあっさり魚を放してやり、家に帰るのですが、おかみさんから「せっかく命を助けてやったの

だから、お礼に綺麗な新しい家の一つでも頼んでおいで。」と責め立てられて、しぶしぶ魚の所へ戻り、これこ

れしかじかと、事情を説明します。するとおかみさんの願いは聞き届けられ、漁師が帰ってみると、自宅だった

古い小屋のあったところには、綺麗な新しい家が建っていました。 

最初は喜んでいたおかみさんでしたが、そのうち新しい家を狭いと感じ始め、「今度はお城が欲しい。」と、言

います。漁師は驚き、「そんなものは必要ない。」と、抗議しますがおかみさんは聞き入れず、激しいやり取りの

末、結局また漁師は魚の所へ新しいお願いをしに行きます。驚いたことにこの願いも直ちに聞き入れられ、おか

みさんは家来付きで豪勢なお城の城主になります。 

しかしながらそのうちに一国の城主では飽き足らず、城主の次はより広い領地の王様に、その次は全ての国を

手中に納めたいと、皇帝になります。そして最後は、教皇にまでなることを許されるのです。 

ところが、おかみさんの欲はこれで終わりではありませんでした。「私は神のようになりたい。太陽や月を自

在に操れなければ、落ち着く暇もない。」これには漁師も二の句が告げず、おかみさんを必死で思い留まらせよ

うとしますが、今や夫よりも絶大な権力を誇る彼女は当然その言葉に耳を貸さず、漁師はまた魚の所へ行って、

このおかみさんの恐るべき願いを伝えるのです。 

さて、その結果はどうだったでしょうか？ 

気が付くと、おかみさんは再び元の古い小屋の中に座っていました。どんなに嘆いても後悔しても既に遅く、

漁師が海へ引き返した時には、もうあの魚の姿はどこにもありませんでした。 

 

現ドイツ連邦共和国首相であるアンゲラ・メルケル（Angela Merkel）氏は、牧師の娘として生まれ育ちまし

た。首相になってからは表立って宗教色を出すことはありませんが、その政治的決断の根底には、聖書に基づい

た良心があると言われます。以下は、2014年 10月 31日にブランデンブルク州のテンプリンという所にある教

会で彼女が行った、スピーチの引用です。 

「…キリスト者の出発点は誰にとっても同じです。それは、神が人間を、私たち一人一人を創られたということ

です。それによって、私たちには責任が伴いますが、同時に信じられないほどの庇護も受けているのです。…神

を信じる人間として、全能者でありたいという欲望に決して陥ったりすることなく、自分が引き受ける課題の中

に『へりくだり』も含まれているというのは、政治の世界では取り分け重要なことだと思います。それによって

私たちキリスト者は明らかに、自分の力によって地上に繁栄をもたらすことができると信じる人たちとは違って

います…。」 

グリム童話の「漁師のおかみさん」は、もしかするとただの欲張りなどではなく、途中から自分の国をよく治

めたいと所望し始めた政治家だったのかも知れません。けれども、自らが宇宙を支配する神のように振舞えなけ

れば理想の政治はできない、と思い込んでしまったがゆえに、結果的には全てを失ったのではないでしょうか。 

 

Christian Education Committee  チャプレン 石川眞弓 
＜参考図書＞ 

 

・”Grimms MAERCHEN“ 1993 Aventinum Verlag Prag  

・「わたしの信仰 ―キリスト者として行動する―」 

アンゲラ・メルケル著；フォルカー・レージング編；松永美穂訳；2019新教出版社 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 ６月の主な行事・予定 

１ 月 
学校再開 １組登校 １年生は３時間授業

オンラインカンファレンス開始（～８日） 

２ 火 ２組登校 

３ 水 １組登校 

４ 木 ２組登校 

５ 金 １組登校 

６ 土  

７ 日  

８ 月 ２組登校 １年生３時間授業終了 

９ 火 １組登校 ６年生オンライン進学説明会 

10 水 ２組登校 避難訓練 

11 木 １組登校 避難訓練 

12 金 ２組登校 

13 土  

14 日  

15 月 ６年生第１回進路希望調査（～18） 

16 火  

17 水 避難訓練予備 

18 木 避難訓練予備 

19 金 １年生入学式  ２～６年生家庭学習日 

20 土  

21 日  

22 月  

23 火  

24 水  

25 木  

26 金  

27 土  

28 日  

29 月  

30 火  

   

 ７月の主な行事・予定とお願い 

７月２７日（月）～２９日（水）学期末カンファレンス（希望者） 

  ３１日（金） 春学期終了礼拝 

 

既にご案内いたしましたとおり、春学期の終了日を１５日か

ら３１日に２週間延長いたします。尚、夏休みは８月１日から

２５日までとし、２６日（水）に秋学期をスタートいたします。 

（５月２１日付けの文書をご確認ください） 

  

 

新型コロナウイルス感染拡大防止に関わる対応について 

同志社国際学院初等部の対応３ 

◇ 学校再開に向けて 

いよいよ学校が再開されました。今後は新型コロナウイル

ス感染拡大防止の対策を講じながら「新しい学校の生活様

式」を確立して参りたいと考えています。 

６月は 12 日（金）までの２週間は、１組と２組が隔日登

校して、密を避けながらの開始とします（延長の有無につい

ては５日に決定いたします）。 

◇ 保護者の皆様へのお願い 

様々な取組を行うのは、お子様をはじめとして、ＤＩＡに

関わる皆様の健康を最優先に考えると共に、感染があった場

合、その影響が最小限で収まるようにするためです。 

そこで、ご家庭の皆様にもご協力頂きたいことがいくつか

あります。 

□ 朝の健康観察（検温、体調チェック） 

まず、お願いするのが、毎朝の検温と健康チェック及

び、確認のサイン（印鑑）です。そして、体温が平熱より、

かなり高いときや 37.5度を越えているときは、学校に来

させることなくご自宅で安静にお過ごしください。もし、

駅や校門で発熱や咳などの風邪の症状が見られた場合

は、バスへの乗車、入校はお断りし、すぐお迎えに来てい

ただくことになります。朝の健康チェックで何かありま

したら無理をして登校しないようにくれぐれもお願いい

たします。（欠席扱いにはなりません） 

□ 新しい生活様式の実践のお願い 

緊急事態宣言が解除されたとはいえ、いつ感染拡大の 

第２波が発生するか分かりません。皆様方におかれまし

ては、ご自身の健康に十分ご留意いただくと共に外出を

控え、他者との接触を極力なくすよう、引き続き取り組ん

でいただきますようお願いいたします。 

◇ 今後の行事予定 

 春学期は、７月 31日まで延長いたします。また、９月に

実施されます３年生の宿泊体験学習につきましては、今般

の状況を鑑み、誠に残念ですが取り止めとします。また６

年生の修学旅行につきましては、６月中に実施の有無も含     

めて、方向性を判断いたします。なお 10月以降の秋学期の

行事につきましても７月中には方向性を決定いたします。 

                （副校長 城 恵市） 

 


